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桑葉の澱粉價並に營養比に就て

須田圭二

　　1．諸　　言

　　余は嘗て川瀬惣1’（郎氏指導の下に春慧五齢期の桑葉につき桑葉各部分の澱粉債並に螢養比を

苫鞘し瓢は勲に比し澱雛迂著しく小にして螢養比騰事抽1初（1）。次に春騒芽前伐

　探をなせる桑樹につき夏期新梢の上部、中部，下部の葉身を探集し夫々澱粉債並に瞥養比を算

　段1し（イ）、澱粉便は新梢の中央部遭熱桑葉最も大にして上部鰍葉之れに次ぎ最下部黄葉最も

　ノ」・なる事（ロ）・螢養比は鰍葉最も挾く匹ノて黄葉最も贋き事等を知れり（2）。

　　中根信一’氏（3）は　（イ）萎縮病桑葉と健康桑葉とを比較し謬縮病桑葉は健康桑葉に比し澱

雛大にして鰹上蹟藤（・）萎凋桑蕪新鮮隷とを比較し韓は水分の灘するに從ぴ　　v
漸次澱紛債を増加する事（ハ）朝摘桑と夕摘桑とを比較し夕摘桑は朝摘桑に比し澱粉個大にし

　て螢養比贋き事（二）、春伐したる桑樹につき・6月150桑葉を探集し新櫓上に於ける位罎に

’つき澱粉債並に螢養化を比較せしに澱紛債は鰍葉より次第に増力llして一8葉日に盃りて最高に

逮し再び減少する事及び養麟比は新柵の下部に至るに從ぴ幾分贋くなる事等を認められたり。

　余もまた共後仕立方と桑葉の品質との關係土質と桑葉の品質との繍、種桑と練との隔

桑のr吊種による髄養便値の差異及肥料か多少と桑藥の品質との關係等を調査せんが爲め二三の

　分析結果につき澱粉償並に螢養比を1騎〔出し遽に新鮮物百分中乾物量と1殿粉債との間には正にオill　　　σ

關々係ありと云ふ結論に達したるを以て訳に之を蓮ぶべし。

　　II，仕立方と桑葉の澱粉慣並に螢養比

　上田鷲綜專門學校圃場に植付けたる樹齢13年の魯桑、馬山大葉につき叉樹齢4年のト丈事

改良鼠返につき何れも昭和3年7月23臓各代表的の1株を蓬び葉身全部を探集し乾燥粉
確し分祈せり。’今その分析結果を示せぱ次の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　vva

　新魚’F物百分中

　　　　　　　　　　　　　　水分　紐蛋白質痴♂ll粗繊維　灘L紛　　峯纂霧

　　　老樹1綴蕪薩1：：1：：lll：ll：ll；ll

　　　若樹㌃隊字欄1脇　罐　1：1乙　1二ll　端，1繊
　　　　　　～改良鼠落｛翻；i：器1：器1：乙ll：ll窪：ll琵：欝



響
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　以ヒの分析結果に暴き中刈仕立の桑葉と根刈仕立の桑葉の澱粉慣並に欝養化を算拠せり。仙

し桑漿成分の可漕化分を算出するには『二塚英吉氏（4）が大正5年春期青熟中集種を準均撮氏

22度の下に5齢迄絡始桑樹御所撰種の葉を以て飼育せし際各齢雌雄準均の近似消化雍帥ち

　　　　　　粗張白質　　　工一テル浸山物　　　瓢繊維　　　可溶無竈素物

　　　　　　62・23舅と5　　　　　　　　58．72％　　　　　　　　O．71％　　　　　　　　36．85％

を使用せり。術ほ次の式を用ひたり。

　ti殿移｝｛買＝＝〕P×0．94十〕E［×1，91十C十Fc－Ft　×0．29

螢養化一璽彗←c繊

　　　P＝可溜化粗蛋白質％

　　　F＝可漕化工一テル浸磁物％

　　　C　＝＝可消化可溶無窒素物％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　Fc＝可湘化粗繊維％

　　　Ft＝全粗繊維％　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　老　樹　　　　　　　　　　　　　　　若　樹
　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ew
　　　　　　　　　　　魯桑　　　　　馬r11大葉　　　　　　十文字　　　　　改良鼠瓶
　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－－　　　　　　　　t’－’”’　

　　　　　　　　　中刈　　根刈　　　中刈　　根刈　　　中刈　　根刈　　　巾刈　　　根刈

　　囎號28・39・6393・・…8・…9・・・…U。a・・…7…
　　澱　 堪t｝＞　kLg　　　　9．22　　　8．80　　　9。5d　　　gt31　　　10．66　　　9。69　　　ユ0．0（，　　　9も33

　　瞥　　老蓬…　上巳　　　　　L／．44　　　　2．13　　　　2．28　　　　1．98　　tt　2。〔｝7　　　　1．tJ9　　　　1．93　　　　コ、．94、

　．ヒ表の如く申刈仕立の桑葉は根刈仕立の桑葉に比し新鮮百分中の乾物量及び澱粉債大にして

螢養Lヒ廣きを矢llるo

11工．土質と桑葉の澱粉慣並に螢養比
亀

　川瀬惣次郎氏　5）が入工を以て礫土、砂土壌：ヒを調製し其の中に鼠返櫨を植付け肥培法を

杢部一様にして栽増せし桑樹につき春慧用桑につき分析せし結果より澱粉慣並に螢養比を算出

すれば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　大1E　7年　　　　　　　　　　　　　　　大IE　8年

　　　　　　　　　翻髭拐墓分　　澱粉個　　麟養比　　　　　琶繕霧嘉分　　澱粉図　　瞥養比

　　礫　　土　　蹟互　　　　　　　33．33％　　　　：11・4kO　　　　1・53　　　　　　　　　　33・ti‘a％　　　　 ユ2・61L　　　　コ・δ4

　　砂土憾　　32・58　11・48　1・弼　　 32・29　12・23　1・71
　　重甥i　二卜r－　1占左　　　　　　32．盛8　　　　　 11・75　　　　1・37　　　　　　　　　30・70　　　　　　11・96　　　　1・58

　以上の結果を見るに（1）新鮮物百分中乾物量は礫土1畷最も多く砂土鳳之に…次ぎ壌土嘔最も小

浬り。（2）螢養比は壌土最も挾くして礫土最も廣し。鄙ち壌土に於てぽ可溶無室素物に比し蛋

白質の割合最も大なるを知る。

　XV．種桑糸糸桑E澱粉贋並に螢養比

　種桑とは慧種製遭用として適當なる桑葉にして継桑とは製継用繭の生産に適當なる桑葉な

り。＿般に種桑は礫土叉は砂：止：に紐桑は擁：1，二に栽増せらるるものなり。川瀬惣次郎氏が各地よ

り探集せし多藪の種桑及綜桑の分析結果の李均（5）及7）より澱粉便並に螢養比を算出すれ

ぱ次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　新鮮物百分中乾物％　　　澱粉破　　　欝養比

　　　　　　　種　　　　　 桑　　　　　　　　　　　　28卿87ソ6　　　　　　　　　　9．67　　　　　　　ヱ，d3

　　　　　　　諮糸　　　　桑　　　　　　　　　 26．27％　　　　　　　　 9．12　　　　　 1．32

ノ
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以iの姐種桑は綜桑に比し網1鯛嫡分中乾櫨及澱棚琶承して螢養比膿事を矢i1る。

V・桑の品種別澱粉贋及醤養比　　　　　　　　　・

鈴棚吉氏が鄭省麟試鵬｛躰娚に於て桑樹10品種につき分析せし糸課⑩より
澱雛扱得たる闘鋤を塘1斗すれば次の如し。仙し此の傷合には第聯蘇の桑葉につきては

ヱ隙賠氏が得たる第燐洲膵を第5翻雛探の桑勲こつきて1ま第5齢～靴率を乗じ（4）可

消化分を算嵩せり。帥ち遍用せし溝化卒は次の如し。

　　　　　　　　　　　粗蛋白質　　工一テル浸萬物　　可溶無窒棄物　　粗繊維
　　　　　　　4　　　　壌冷　　　　　61．90　　　　　　　　　55．35　　　　　　　　　　34：。生6　　　　　　　1．34

　・　　　5　齢　（S3・7V　　59・り5　　　33．96　（一）0．O・k
　殉ほ粗識維は5齢に於ては全然漕化せられぬものとして計算せり。

　　　　　　　　　　　　　　　’i’齢期伐探　　　　　　　5齢期伐探

　　　゜　　　醗騨澱粉薦比総蕪比　、
　　　　鵜　　　　 艮1　　　　　　　　23・工0　　　　8．’a2　　　　ユ．：［5　　　　24．48　　　　　8．58　　　 1．29

　　　　『F　　　　松　　　　　　　　 23邑11　　　　8畠30　　　　ユ印00　　　　23．99　　　　　8．46　　　　1．IO

　　　　金艮　　芭　　ヲ黙　　　　　　　　　22．｛｝6　　　　　7．8」」　　　　　ユ．oy　　　　　23。67　　　　　　8，15　　　　1．4亮

　　　　z！、左利置『1町　　　　　　　　　23・d7　　　　　8。23　　　　　ユ．15　　　　　23，68　　　　　　8．36　　　　1，23

　　　　四ツ目　　25．16　V．12　1．19　25．99　8．S］　’a　ユ、23
　　　　鼠　　　　　返　　　　　　　　　25．9di　　　　9，29　　　　　ユ．17　　　　　27．57　　　　　9．63　　　　1．21

　　　　十丈宇　　　　23．86　　8。59　　1．20　　25．3ti　　8。92　1．U

　　　　根小屋高助　　　　　24侃　　　コ0．15　　0°90　　趾．89　　　9．36　　ユ．U

　　　　伊蜷市準　　　　22，86　　8．45　　コ．鷺　　23．97　　8．39　　エ．説

　　　　多胡早生　　　　23．56　　8。43　　1．18　　25，21　　8、43　コ，52
　　　　元右衛F『　　　　　　　23．77　　　　8．7〔｝　　　　1．06　　　　26，19　　　　　9．30　　　］．，ユ5

　　　　五郎治早坐　　　　　22．03　　7．雛　　　1．11　　‘a｛t．32　　　8．3d　　1．24

　　　　ttfl島tikこ漿　　　　　　　 22．92．　　　8．35　　　　1．11　　　　2盛，50　　　　 8。d，7　　　工，37

　　　　山即高助　　　　24．39　　1媚1　　1．23　　25．18　　8．69　1．2・1

　　　　甘樂桑　　　　22・＆L　　8．ユ2　　1．10　　2400　　8．3δ　　ユ。2（」

　　　　改良魯桑　　　　21．69　　7．7tら　　1．02　　23．01　　7．96　1．06

　　　　島の内　　 24。56　9　．03　1．IO　25・10　 9．23　工（）5　　・

　　　　九丈龍　　 2踊9　8．35　1．15　2tt．53　8．64，　1．〔｝9

　　　　四五八　　 26．77　9．62　工．17　27．52　9．93・1．23
　　　　！1、　　　　　牧　　　　　　　　　　Z5。tto　　　　　9．4、5　　　　　1．ユ3　　　　　26．35　　　　　　9．6ユ　　　　1．13

　　（イ）　葉の大さによる蕊異　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　以ヒの如くなるが尚ほ獄業｝試験騒徽（6）によれば銀擁蕉、壮樂鼠改良魯桑等は葉形甚だ

大にして多胡早生・伊逮市ユ1響之に次ぎて大きく鼠返，圃元オr衛門、四五八、山中高助等は何れ

も小形にして他レ士共の中闇にありと。今大蘂ものと小葉ものとを比較すれば次の如し。

　　　　　　　　　　　一期伐探　　　　　，＿遡葺戦＿
　　　　　　　　　羅携分澱棚㈱・綴纏分．醐・蝦・ヒ
　　大漿のも　　　　　　22・20　　　　7．9｛｝　　　1．07　　　　Z3．58　　　　8．16　　　　ユ．23

　　之に次ぐのも　　23．21　　8，4｛t　　1．コ5　　2‘t．59　　8．41　　1．43

　　小葉もの　　　　25・22　　9．11　　1．16　　‘a6、62　　9．3v　　ユ．21
　　婁塾｛也　11　【嶺種　　　　　　　23．65　　　　　　　8．69　　　　　　　1．11　　　　　　　24．8造　　　　　　　8．81　　　　　　　1．18
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　上表を見るに覇鮮物百分中乾物量及び澱粉贋は大葉ものより漸次小葉ものとなるに從ひ漸次

大となるを知る。

　　（Pt）桑葉の一股の形休による盛異

　次に桑藥の一股の形体を切れ目欣より使宜．｝．：切藥、丸葉、丸切混合の三種に別ち切葉はノJ・左

衛門、四ッ闘、鼠返、十丈宇、伊逃市挙、多胡早生、趾郎治早生、四五八、小牧等とし丸葉は

銀芭蕉、元右衛門，耐鳴大葉．山巾高助．甘樂桑、改良魯桑、九文龍等とし共他を丸切漉合と

し比較すれば次の知し。

　　　　　　　　　　　灘穿澱瀦酸比雛騨酬賞轍
　　　　切　　　　葉　　　　　　　　2些．3生　　　　　　　8．78　　　　　1．16　　　　　25．55　　　　　　8．（」5　　　　　1。25

　　　　メb　　　葉　　　　　　　22．88　　　　　　8．27　　　　　コ．：t1　　　　　2di，45　　　　　8，51　　　　　1．22

　　　　丸切漉合　　　　　23．70　　　　8．93　　　1・〔堆　　　24・62　　　8・91　　　1・1d　　　　　　　　　L

　上表を見るに切葉は丸葉に比し澱粉債及び新鮮物百分中乾物澱大なる傾向あり。
　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躍

　　（ハ）桑樹の系統による差異

　次に山桑系に騒するものは鶴田、根小屋高助、五郎治早生、幅島大葉、島ノ内、四五八、小

牧等とし魯桑系に圏するものは銀芭蕉、改良魯桑等とし共他を白桑系に閣するものとして各系

統別比較すれば次の如し。

義齢期伐操　　　　　　　　　　　5齢期伐採
　　｝　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　M

　　　　　　　　　　　鷺編澱繍醗比獅鵬鮒贋蟹蹴
　　　　山桑系　　2d・12　　8・95　1・’Le　　2531　9・07　1：2e
　　　　魯　桑　系　　　　　　　　‘a’a．20　　・　　　　7．90　　　　　1．07　　　　　　23．5S　　　　　8．：16　　　　　1．23

　　　　白　桑　系　　　　　　　　23．86　　　　　　　8，63　　　　　：t，1・！　　　　　　25，17　　　　　8．77　　　　　1、23

上表を見るに山桑系に騒するものは新鮮物中乾物量及び澱粉債最も大にして魯桑系に鵬す

るものは最も小なり。而して由桑系に鵬するものは共の中間にあり。

VI。肥料の多少による差異

　辻暢太郎氏が行ひたる分析結果（8）より澱粉便並に蕾養比を算出すれば次の如し。仙し此の

塩合には消化奪としてぽF塚英吉氏の劇したる各零の漕化率帥ち

　　　　　　　　　　　1齢　　　　 2匿冷　　　　3齢　　　　 4齢　　　　 5爵賓

　　　　牙証L　蟹　　「封　　質　　　　60．55　　　　　　　6庄．14　　　　　　　60．75　　　　　　　G1．90　　　　　　　63．79

　　　　潅rL　　”旨　　　肪　　　　61．70　　　　　　　59．63　　　　　　　56，99　　　　　　　55．35　　　　　　　59．95

　　　　il証L　　繊　　　荊琶　　　　2．5a　　　　　　　－2・54・　　　　　　　2・21　　　　　　　　1・3盛　　　　　　　一〔｝・Od

　　　　りτ溶無窒素物　　44．33　　　40．1．1　　　　31．41　　　　3tl。46　　　　3：1．96

を使用し省ほ2齢及び5齢の釦繊維の消化率ぱ零として計彰i〔せり。

　　　　　　　　　　　1齢　　　　　2齢　　　　　3齢　　　　　杢齢　　　　　5齢

　　騨編膿糠　ll：器　　ll：薩　　ll：器　ll：？l　l蹴

　　澱粉偵｛羅監　1欝　　葛駕　　3浩l　lil：91　18：義

　　簾比膿胞匿・8：1：　霧：鍵　　乙：ll　欄　　1鴬

　次に川瀬惣次郎氏並に薯者が待ひたる桑樹肥料利用率に關する研究（9、中第5回試験第1作

の刈桑の利用率を調査せし際に別に勇導身の分析材料を探集し掻きたり。依つて共の材料につき

完肥厩及封照賦（無肥1蔽）の化肇的組成を比較研究せり。因に分析材料探集當時に於ける刈桑
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に封する肥料利用率は次の如し。

　　A・肥料の利用率

　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　P205　　　　　K20　　　　　　CaO
　　　　　一株當りヵ砿肥嚢謹　　　　　　　．1．6　．　67　rt　　　　　　　：t2．50瓦　　　　　　　12．50瓦　　　　　　　16，53瓦

　　　　　肥料利用箪　　62・27％　　3・6。％　　「・1．‘as％　　60．oes％

　　B・分析結果　　　　　．

　以上の如く肥料が桑樹刈桑に利用せられし揚合に桑葉域分に如何なる鰯響あるかを調査毫し

に次の如し。（上田獄継專r腎墨校に於て角田牧氏分析）

　　　　　　　　　舞霧繍質蓑鰯レ繊維繊分墨鞘
　　　　完　　肥　　1露重　　　　72．95　　　　　　　5．22　　　　　　　0．95　　　　　3．54　　　　　　　3、61．　　　　　　　ユ3．70

　　　　tw照as　7Z．26　　d．（）6　　0．85　3．ik6　rl．00　　ユ6．37

　以上の分析結果に基き澱粉便並に醤養比を算出すれば吹の如し。

　　　　　　　　　　　　灘編　　　　澱粉慣　　　欝劉ヒ

　　　　　　5芒…　肥　 斑　　　　27．05％　　　　　　　　　　8．30　　　　　　　　　　．1．98

　　　　　　封　 」驚｛　麗　　　　28．74％　　　　　　　　　 8．50　　　　　　　　　　　2．88

　以上の結果を見るに施肥匠は櫨期vatsては澱搬大にして鍛比廣けれ共雌蓋期に於ては

言殿粉債小となり螢養比挾くなるを知る。

　V∬．結論及考察

1・春期鶴前伐探硬蘇細礫撒つきては中刈僻の韓は棚徹の桑葉既し1
　　　澱粉便大にして螢養比廣し。

　2．土質と桑樹の品質とを考ふるに螢養比は壌土最も狭くして礫土最も廣し。

　3，種桑は糸桑に比し澱粉蟹大にして螢養比慶し。

　4・桑の品種につきては（1）山桑系に麗するものは澱粉便最も大にして魯桑糸に鵬する竜の

　　　は最も小なゆっ而して白桑系に降するものは典の中闇に位す。（2）大葉ものは小葉もの

　　　に比し澱粉債小なり。（3）桑葉の一般の形体帥ち切葉、丸葉につきては大差無けれども

　　　切葉に於て澱粉倒梢大なる傾向あり。

5・施肥料桑と無肥料桑とは桑葉の鶴に拠その關係娯にす。巨ロち施肥料勲無肥料桑

　　　に比し稚鑓期には澱粉償大なれ共批獄期に於ては小となる叉施肥料桑は稚鍛期に於ては

　　　馨養比廣けれ共壮獄期に於て挾くなる。

病桑及び萎凋桑葉の傷舗別として澱梛運大なる桑は小なる桑よりも経脚、一搬燗育容易

にLて叉螢養比贋きもの（大）は狭きもの（小）よりも比較的飼育容易なりと考察せらる。只

批庭に注意すべきは飼育容易なるもの必すしも繭質良好とはならす却つてその反封の場合多し

kす。

6・糠物醗中乾櫨多き時は澱粉債大なり。購纐拗百分中の乾物量と澱粉傑は正

　　　の相關噸あり識に籟中の・紛の灘するに從ぴ鰍澱粉債を榊1することとなる。

　　　然るに韓の飼料的側醜定むるには翻葉の場avaも病貞礫葉の傷合にも非歩して健

　　　康桑につき新鮮物にっき比較するものなれば澱粉便は術ほ桑葉の飼料的便値を定むる上

　　　に債値あるものと云ふべしth

　7．…然るに桑葉の澱粉債と新鮮物中の乾物量とは正の相關々係あるを以て新鮮物の水分を定

　　　量する事によりて直に澱粉債の多少を知るを得ぺし。
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